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SLIDE No.

1
本資料に記載されている、将来に関する記述を含む歴史的事実以外のすべての記述は、当社グループが現在入手している情報に基

 

づく、現時点における予測、期待、想定、計画、認識、評価等を基礎として記載されているに過ぎません。また、予想数値を算定するた

 

めには、過去に確定し正確に認識された事実以外に、予想を行うために不可欠となる一定の前提（仮定）を用いています。これらの記

 

述ないし事実または前提（仮定）は、客観的には不正確であったり将来実現しない可能性があります。その原因となる潜在的リスクや

 

不確定要因としては以下の事項があり、これらはいずれも当社グループの事業、業績または財政状態に悪影響を及ぼす可能性があり

 

ます。また潜在的リスクや不確定要因はこれらに限られるものではありませんのでご留意下さい。

1.

 

携帯電話の番号ポータビリティ、新規事業者の参入など、通信業界における他の事業者等及び他の技術等との競争の激化や競争レイヤーの広がりを

 

はじめとする市場環境の変化に関連して、当社グループが獲得・維持できる契約数が抑制されたり、ＡＲＰＵの水準が逓減し続けたり、コストが増大す

 

る可能性があること

2.

 

当社グループが提供している、あるいは新たに導入・提案するサービス・利用形態・販売方式が十分に展開できない場合、当社グループの財務に影響

 

を与えたり、成長が制約される可能性があること

3.

 

種々の法令・規制・制度の導入や変更または当社グループへの適用により、当社グループの事業運営に制約が課されるなど悪影響が発生し得ること

4.

 

当社グループが使用可能な周波数及び設備に対する制約に関連して、サービスの質の維持・増進や、顧客満足の継続的獲得・維持に悪影響が発生

 

し得ること

5.

 

当社グループが採用する移動通信システムに関する技術と互換性のある技術を他の移動通信事業者が採用し続ける保証がなく、当社グループの国

 

際サービスを十分に提供できない可能性があること

6.

 

当社グループの国内外の投資、提携及び協力関係や、新たな事業分野への出資等が適正な収益や機会をもたらす保証がないこと

7.

 

当社グループの携帯電話端末に決済機能を含む様々な機能が搭載され、当社グループ外の多数の事業者等のサービスが携帯電話端末上で提供さ

 

れるなかで、端末の故障・欠陥・紛失等や他の事業者等のサービスの不完全性等に起因して問題が発生し得ること

8.

 

当社グループの提供する製品・サービスの不適切な使用により、当社グループの信頼性・企業イメージに悪影響を与える社会的問題が発生し得ること

9.

 

当社グループまたは業務委託先等における個人情報を含む業務上の機密情報の不適切な取り扱い等により、当社グループの信頼性・企業イメージ

 

の低下等が発生し得ること

10.当社グループが事業遂行上必要とする知的財産権等の権利につき当該権利の保有者よりライセンス等を受けられず、その結果、特定の技術、商品

 

またはサービスの提供ができなくなる可能性があること、また、当社グループが他者の知的財産権等の権利の侵害を理由に損害賠償責任等を負う可

 

能性があること

11.自然災害、電力不足等の社会インフラの麻痺、有害物質の拡散、テロ等の災害・事象・事件、及び機器の不具合等やソフトウェアのバグ、ウィルス、

 

ハッキング、不正なアクセス、サイバーアタック等の人為的な要因により、当社グループのサービス提供に必要なネットワークや販売網等の事業への障

 

害が発生し、当社グループの信頼性・企業イメージが低下したり、収入が減少したり、コストが増大する可能性があること

12.無線通信による健康への悪影響に対する懸念が広まることがあり得ること

13.当社の親会社である日本電信電話株式会社が、当社の他の株主の利益に反する影響力を行使することがあり得ること

事業等のリスク事業等のリスク



２０１１年度２０１１年度

 

第２四半期決算第２四半期決算概況概況
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２０１１年度通期予想２０１１２０１１年度通期年度通期予想予想

２０１２０１11年度年度

 

第２四半期第２四半期決算決算（累計）（累計）のポイントのポイント

■ ２０１１年度 第２四半期決算（累計）のトピック

・

 

上期累計のスマートフォン販売台数は、前年度年間台数を４４％上回る３６３万台

・

 

２Ｑ単独のパケットＡＲＰＵは、前年同期比＋１５０円

・

 

２Ｑ単独の営業収益は、前年同期比＋１６８億円（＋１.６％）の増収

・

 

制度見直し影響※を除くと、２Ｑ累計の営業利益は、前年同期比＋３２０億円（＋６.７％）の増益

・・

 

上期累計のスマートフォン販売台数は、前年度年間台数を上期累計のスマートフォン販売台数は、前年度年間台数を４４％４４％上回る上回る３６３万台３６３万台

・・

 

２Ｑ２Ｑ単独のパケット単独のパケットＡＲＰＵＡＲＰＵは、前年同期比＋は、前年同期比＋１５０１５０円円

・・

 

２２ＱＱ単独の営業収益は、前年同期比＋１６８億円（＋単独の営業収益は、前年同期比＋１６８億円（＋１１..６％６％）の増収）の増収

・・

 

制度見直し影響制度見直し影響※※を除くと、を除くと、２Ｑ累計２Ｑ累計の営業利益は、前年同期比＋の営業利益は、前年同期比＋３２０３２０億円（＋億円（＋６６..７７％）の増益％）の増益

好調なスマートフォン販売とパケットＡＲＰＵの増により順調な決算

これを踏まえ、年間業績予想を上方修正

※ポイント・故障修理制度見直しによる引当金の減等

 

５５０億円

営業収益

 

４２,４００億円
（対当初計画

 

＋１００億円）

営業収益

 

４２,４００億円
（対当初計画

 

＋１００億円）

営業利益

 

８,７００億円
（対当初計画

 

＋２００億円）

営業利益

 

８,７００億円
（対当初計画

 

＋２００億円）

スマートフォン販売台数

 

８５０万台
（対当初計画

 

＋２５０万台）

スマートフォン販売台数

 

８５０万台
（対当初計画

 

＋２５０万台）

パケットＡＲＰＵ（通年）前年比

 

＋１７０円
（対当初計画

 

＋３０円）

パケットＡＲＰＵ（通年）前年比

 

＋１７０円
（対当初計画

 

＋３０円）
※月々サポート影響除き
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GAAP

◆本資料における連結財務諸表等は、会計監査人による監査を受けておりません

◆フリーキャッシュフローの算定にあたっては、期末日が金融機関の休業日であったことによる電話料金未回収影響額、および期間3ヶ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減を除いています

* 各数値の算定については、本資料の「財務指標（連結）の調整表」及び当社ホームページ (www.nttdocomo.co.jp) 内の「株主・投資家情報」をご参照ください

２０１２０１１１年度年度 第２四半期決算第２四半期決算（累計）（累計）概況概況

20201010/4/4--99

((1H1H))

 

(1)(1)

20120111/4/4--99
((1H1H))

 

(2)(2)

増減増減
(1)(1)→→(2)(2)

2012/3
(通期予想)

 

(3) 
今回予想

進捗率進捗率
(2) / (3)(2) / (3)

営業収益営業収益

 

（億円）（億円）
21,38221,382 21,13021,130 --1.21.2%% 42,40042,400 49.849.8%%

携帯電話収入携帯電話収入

（億円）（億円）
17,35517,355 17,08817,088 --1.51.5%% 33,73033,730 50.750.7%%

営業費用営業費用

 

（億円）（億円） 16,06716,067 16,04516,045 --0.10.1%% 33,70033,700 47.647.6%%

営業利益営業利益

 

（億円）（億円）
5,3155,315 5,0855,085 --4.34.3%% 8,7008,700 58.458.4%%

税引前利益

（億円）（億円）
5,2705,270 5,1195,119 --2.92.9%% 8,7408,740 58.658.6%%

当社に帰属する四半期当社に帰属する四半期

（当期）純利益（当期）純利益

 

（億円）（億円）
3,0973,097 2,9902,990 --3.53.5%% 5,1405,140 58.258.2%%

EBITDAEBITDAマージンマージン

 

（（%%））**
4040..33 39.539.5 --0.80.8PointsPoints 37.3%37.3% --

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー

（億円）（億円）**
2,8492,849 2,7282,728 --4.34.3%% 4,6004,600 59.359.3%%
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営業収益

１０,４８９億円

２０１２０１11年度年度

 

第第２２四半期四半期単独単独（７－９月）（７－９月）の状況の状況

２０１０年度２Ｑ ２０１１年度２Ｑ

営業収益

１０,６５７億円

営業収益 営業利益

・

 

昨年度に一時的に生じた制度見直し影響を除けば、７－９月は増収増益を達成

２,３６０億円

２０１０年度２Ｑ ２０１１年度２Ｑ

営業利益

２,４０８億円

制度見直し等※

５５０億円

※ ポイント・故障修理制度見直しによる引当金の減等

＋１.６％＋１.６％ ＋２.０％＋２.０％

営業利益
２,９１０億円
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パケット収入の増

+６９５億円

２０１２０１11年度年度

 

第第２２四半期決算四半期決算（累計）（累計）のの状況状況

※１ポイント・故障修理制度見直しによる引当金の減等

 

※２ 端末機器原価、代理店手数料の合計

 

※３

 

通信設備使用料、減価償却費、除却費

２０１０年度上期 ２０１１年度上期

営業利益の主な増減要因（前年同期比）営業利益の主な増減要因（前年同期比）

その他の収入の増

+５４億円

端末販売収入の減

 

-４０億円

端末販売費用の増※２

＋１０１億円

ネットワーク関連

コスト※３の減

-１６８億円

バリュープランに

 

よる影響

 

－３８０億円程度

バリュープランに

 

よる影響

－３８０億円程度

音声収入の減

-９６１億円

その他の費用の減

-５０５億円

制度見直し等※１

５５０億円

営業利益
５,３１５億円

営業利益
５,０８５億円

４,７６５億円

営業収益 営業費用

制度見直し等※１の影響を除くと、
＋３２０億円（＋６.７％）の増益

制度見直し等※１の影響を除くと、
＋３２０億円（＋６.７％）の増益
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7 基本使用料５０％割引・バリュープランの状況基本使用料５０％割引・バリュープランの状況

基本使用料５０％割引契約数・契約率基本使用料５０％割引契約数・契約率 バリュープラン契約数・バリューコース選択率バリュープラン契約数・バリューコース選択率

※３

 

新たな販売モデルでの端末販売におけるバリューコースの選択率

（契約数：万契約）（選択率：％）

契約率

 

７５％

 

契約率

 

７５％

※１

 

「オフィス割引」 「ビジネス割引」 含む

 

※２

 

「ファミ割ＭＡＸ５０」

 

「ひとりでも割５０」

 

「オフィス割ＭＡＸ５０」

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

08/9 08/12 09/3 09/6 09/9 09/12 10/3 10/6 10/9 10/12 11/3 11/6 11/9

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

：基本使用料５０％割引

 

契約率

：ＭＡＸ系割引※２

 

契約数

（契約数：万契約）（契約率：％）

：ファミリー割引※１

 

＋いちねん割引で１０年以上の継続利用

・

 

基本使用料５０％割引の契約率は８割を超え、収入の減影響は軽微に

・

 

バリュープラン契約数は４,４００万、契約率は７割を超え、拡大継続

：バリューコース選択率※３

：バリュープラン契約数

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

音声ARPU 3,010 2,970  3,030  2,590 2,680 2,660 2,590 2,190 2,340 2,280 2,170 

（月々サポート影響除き） (2,350) (2,320) (2,220)

パケットARPU 2,430 2,450  2,440  2,470 2,510 2,540 2,540 2,570 2,620 2,690 2,700 

（月々サポート影響除き） (2,620) (2,690) (2,710)

4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 10/1-3(4Q) 4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q) 11/1-3(4Q) 4-6(1Q) 7-9(2Q) FY2011

携帯電話携帯電話（（

 

XiXi+FOMA+mova+FOMA+mova））ARPUARPU

・

 

２０１１年度２Ｑ（３ヶ月）の総合ＡＲＰＵは４,９７０円（前年同期比：ｰ４.４％）

 

・

 

パケットＡＲＰＵは前年同期比＋１５０円（前年同期比：＋５.９％）と順調に拡大

（単位：円）

◆

 

ARPUの定義および算出方法については、本資料の「MOU・ARPUの定義および算出方法について」をご参照ください

5,440

2,430 2,450

5,420

１０年度総合ＡＲＰＵ
５,０７０円（前年度比

 

–５.２％）
音声

 

２,５３０円

 

（同

 

–１２.８％）
パケット

 

２,５４０円

 

（同

 

+３.７％）

１０年度総合ＡＲＰＵ１０年度総合ＡＲＰＵ
５５,,０７０７０円０円（前年度比（前年度比

 

––５５..２２％）％）

音声音声

 

２２,,５３０５３０円円

 

（同（同

 

––１２１２..８８％）％）

パケットパケット

 

２２,,５４０５４０円円

 

（同（同

 

++３３..７７％）％）

5,470

2,440

（通期予想）

０９年度総合ＡＲＰＵ
５,３５０円（前年度比

 

–６.３％）
音声

 

２,９００円

 

（同

 

–１２.９％）
パケット

 

２,４５０円

 

（同

 

+２.９％）

０９年度総合ＡＲＰＵ０９年度総合ＡＲＰＵ
５５,,３５０円３５０円（前年度比（前年度比

 

––６６..３％）３％）

音声音声

 

２２,,９００円９００円

 

（同（同

 

––１２１２..９％）９％）

パケットパケット

 

２２,,４５０円４５０円

 

（同（同

 

++２２..９％）９％）

2,470

5,060
4,760

2,570

5,190

2,510

5,200

2,540

5,130

2,540

4,870

 

（4,930）

2,700

１１年度１１１年度１年度

（2,710）

4,960

 

（4,970）

2,620
（2,620）

◆

 

（）内については、月々サポート影響額を除いた額となります

4,970

 

（5,010）

2,690
（2,690）
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3,500

3,650

3,800

3,950

4,100

4,250

4,400

4,550

4,700

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ

携帯電話携帯電話収入（音声収入とパケット収入）収入（音声収入とパケット収入）

0

・

 

２０１０年度４Ｑで音声収入とパケット収入は逆転

・

 

以降、パケット収入が音声収入を上回る状況が継続

２０１０年度 ２０１１年度

（単位：億円）

： パケット収入

：

 

音声収入
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4,150

4,200

4,250

4,300

4,350

4,400

4,450

4,500

4,550

4,600

4,650

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q
2,510

2,540

2,570

2,600

2,630

2,660

2,690

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

パケットＡＲＰＵパケットＡＲＰＵ・パケット収入の向上・パケット収入の向上

・

 

２０１１年度２Ｑ（３ヶ月）パケットＡＲＰＵは前年同期比＋１５０円（＋５.９％）の増加

 

・

 

２０１１年度２Ｑ（３ヶ月）パケット収入は前年同期比＋３９１億円（＋９.３％）の増加

パケット収入の推移

２０１０年度 ２０１１年度

2,540

 

（+90）
2,540

 

（+100）

2,570

 

（+100）

4,6124,612億円億円

 

（＋（＋391391億円、＋億円、＋9.39.3％％））

（）内は前年同期比

パケットＡＲＰＵ対前年比較

２０１０年度 ２０１１年度

0

（単位：円）

2,620

 

（+110）

2,6902,690
（（+150+150、、+5.9+5.9％）％）

（単位：億円）

0

（）内は前年同期比
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0

400

800

1,200

1,600

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

総販売数総販売数

・

 

２０１１年度上期の総販売数は、スマートフォン販売の拡大などにより
前年同期を１１０万台上回る１,０３５万台（前年同期比：＋１１.９％）

2008年度

◆

 

各社決算説明会資料等より算出

 

◆ＴＵ‐ＫＡ、イー・モバイルを含まない

：

 

総販売数 （docomo

 

+ au + SOFTBANK）

：

 

総販売数 （docomo）

2009年度

（単位：万台）

532

通期通期

 

：：

 

２２,,０１３万台０１３万台
（前年度比（前年度比

 

：：

 

－２１－２１..８％）８％）

446
495

451
535

434 420
503

2010年度

通期通期

 

：：

 

１１,,８０４万台８０４万台
（前年度比（前年度比

 

：：

 

－１０－１０..４％）４％）

461 463 434

通期通期

 

：：

 

１１,,９９０６万台０６万台
（前年度比（前年度比

 

：：

 

＋＋５５..６６％）％）

547
464

通期計画：２通期計画：２,,１００万台１００万台
（前年度比：＋１０（前年度比：＋１０..３％）３％）

2011年度

570
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0.50
0.490.480.460.49

0.94

0.44
0.490.450.460.44

0.52

0.44

0.520.51

0.68
0.74

0.85

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

解約率解約率

・

 

２０１1年度上期の解約率は０.５０％で、引き続き非常に低い水準を維持

■携帯電話

 

（Ｘｉ+ＦＯＭＡ+ｍｏｖａ）

 

解約率

▲ＭＡＸ系割引（8月）

▲バリューコース

 

（11月）

（単位：％）

2007年度 2008年度

０７年度通期０７年度通期

 

解約率：０解約率：０..８０％８０％
０８年度通期０８年度通期

 

解約率：０解約率：０..５０％５０％

2009年度

０９年度通期０９年度通期

 

解約率：０解約率：０..４６％４６％

2010年度

SoftBankSoftBank

KDDI (au)KDDI (au)

docomodocomo

◆

 

各社決算説明会資料等より

１０年度通期１０年度通期

 

解約率：０解約率：０..４７％４７％

2011年度
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13 純増純増数数

・

 

２０１１年度上期の純増数は大幅に増加し、前年同期比２１.０％増となる９８万
・

 

通期計画は２２０万に上方修正

0

50

100

150

200

250

05/7 05/7 05/7

５９５９

■

 

純増数

（単位：万契約）

：上期純増数
：下期純増数

８１８１

１４８１４８

１９３１９３

２００９年度 ２０１０年度

９８９８

２２０２２０
（通期計画）（通期計画）

２０１１年度
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

09/3 09/6 09/9 09/12 10/3 10/6 10/9 10/12 11/3 11/6 11/9 12/3

ＦＯＭＡＦＯＭＡ・Ｘｉ・Ｘｉへのマイグレーションへのマイグレーション

（単位：万契約）

mova

 

DoPa

5,608

（

 

）：Ｘｉ・ＦＯＭＡ比率

 

= （ＦＯＭＡ＋Ｘｉ契約数）／携帯電話契約数（%）

5,320

 

（94.9%）

4,904
（89.8%）

5,460

◆通信モジュールサービスを含む

556
288

2008年度 2009年度

・

 

２０１１年度上期の移行数は３８万、ｍｏｖａ・ＤｏＰａの契約数は７４万となり、
概ね順調に推移

5,126
（92.9%）

393

5,519

5,205
（93.9%）

339

5,544

（通期計画）

5,486

5,025
（91.6%）

462

6,021

6,021

 

（100%）

5,651

5,416

 

（95.8%）

235

20１0年度

5,689

5,494

 

（96.6%）

195

5,557

 

（97.1%）

5,721

164

5,677

 

（97.9%）

20１1年度

mova：49
DoPa：25

5,801

124

5,841

5,745

 

（98.3%）

97

5,825

 

（98.7%）

74

5,899
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・

 

Ｊ.Ｄ. パワー

 

アジア・パシフィックによる法人向け顧客満足度調査で、第１位の評価を３年連続受賞※１

・

 

日経ＢＰコンサルティング

 

モバイルデータ通信端末満足度調査で、３年連続第１位を獲得※２

お客様満足度の向上お客様満足度の向上（外部評価）（外部評価）

営業窓口の対応

サービス内容

サービス品質

コスト

総合評価総合評価 総合満足度スコア
第１位第１位

３年連続受賞

「総合満足度」をはじめとした１５項目中８項目で満足度1位「総合満足度」をはじめとした１５項目中８項目で満足度1位

３年連続受賞

（２０１１年９月１５日）

（２０１１年５月１６日）

総合満足度

通信品質

 

（通信中の切断）

端末の性能

 

機能・使いやすさ

通信品質
（接続までの時間）

通信エリアの広さ

 

（屋内）

販売店・ショップ
店員の対応

通信エリアの広さ

 

（屋外）

アフターサービス

 

サポート

600

610

620

630

640

650

２００９年 ２０１０年 ２０１１年

６１０

６４１

６５３

※1

 

出典：

 

J.D. パワー

 

アジア・パシフィック2009-2011年日本法人向け携帯電話・PHSサービス顧客満足度調査SM。携帯電話・PHSサービスを提供する事業者に関して従業員100名以上の企業2,466社からの3,214件

の回答を得た2011年調査結果による（1社につき最大2携帯電話・PHS事業者の評価を取得）。www.jdpower.co.jp

※２

 

日経ＢＰコンサルティングの実施するモバイルデータ通信事業者の提供サービス（LTE、3G、WiMAX等）に関する利用者の総合満足度調査「第3回モバイルデータ通信端末満足度調査（2011年3月実施）」のうち、

 

右記項目による。「総合満足度項目、通信エリアの広さ（屋外）・通信エリアの広さ（屋内）項目、通信品質（接続までの時間）項目、通信品質（通信中の切断）項目、端末の性能／機能／使いやすさ項目、販売店・

ショップ店員の対応項目、アフターサービス・サポート項目」



主な取組みと成果主な取組みと成果

Copyright (C) 2011

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.
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17 スマートフォン（スマートフォン（端末ラインナップ端末ラインナップ））

・

 

２０１１年１０月１８日に発表したスマートフォン１４機種を含め、
２０１１年度冬春モデルとして１６機種を投入

２０１１年度冬春モデル

 

１６機種

GALAXY SⅡ

 

LTE

 

SC-03D

P-01DREGZA

 

Phone

 

T-01D

AQUOS

 

PHONE

 

SH-01D

LUMIX PHONE

 

P-02D
ARROWS

 

kiss

 

F-03D

/ F-03D

 

Girls

MEDIAS PP

 

N-01D

OPTIMUS

 

LTE

 

L-01D

ARROWS X 
LTE

 

F-05D

MEDIAS 
LTE

 

N-04D

BlackBerry

 

Bold

 

9900

ARROWS

 

μ
F-04D

AQUOS PHONE

slider 

SH-02D

Q-pot.

 

PHONE

 

SH-04D

GALAXY NEXUS 

SC-04D

Xperia

 

PLAY
SO-01D

Ｘｉ

 

対応 ４
機種

ＦＯＭＡ
１４Ｍｂｐｓ

１４
機種

デュアルコア
ＣＰＵ

８
機種

■スマートフォン

 

プライスキャンペーン

ドコモ

 

スマートフォン
購入時

２０１１年１０月１９日～

 

２０１２年１月３１日
■２０１１年度冬春モデルの主な特長

Ｘｐｅｒｉａ以前の
スマートフォン

からの
機種変更時

月々サポートを増額し、
実質ご負担額を

端末購入サポート
解除料相当額を

５５,,０４０円引０４０円引

キャッシュバックキャッシュバック

防水 １０
機種

おサイフ
ケータイ

１１
機種

赤外線通信 １１
機種

ワンセグ １１
機種

テザリング １６
機種

緊急地震速報 １６
機種

コラボレーション ２
機種

おくだけ充電 ４
機種
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18 スマートフォン（スマートフォン（端末シリーズの見直し端末シリーズの見直し））

・

 

「ドコモ

 

スマートフォン」の中に「ｄｏｃｏｍｏ

 

ｗｉｔｈ

 

ｓｅｒｉｅｓ」と
「ｄｏｃｏｍｏ

 

ＮＥＸＴ

 

ｓｅｒｉｅｓ」の２つのシリーズを新設

※２０１１年度冬春モデル

新たなスマートフォンシリーズ新たなスマートフォンシリーズ

先進的で先進的で

自分の可能性が広がる自分の可能性が広がる

使い応えのあるスペック

先進感のあるデザイン・機能

ビジネスに役立つ機能

親しみやすく親しみやすく

毎日の楽しさが広がる毎日の楽しさが広がる

豊富なカラー、選べるデザイン

形状バリエーション

コラボレーションモデル

充実した機能（防水・おサイフケータイ等）
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0

100

200

300

400

500

600

700

800

スマートフォン（スマートフォン（販売数①販売数①））

・

 

２０１１年度上期のスマートフォン販売数は３６３万台

 

・

 

年間販売計画は８５０万台に上方修正

スマートフォン販売数

２５２２５２

３６３３６３

２０１０年度
通期

２０１１年度
上期

（単位：万台）

：１Ｑ販売数

：２Ｑ販売数

：３Ｑ販売数

：４Ｑ販売数

２０１１年度
通期計画

８５０万台８５０万台８５０万台

２０１０年度の販売数を上回る

(今回発表)
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20 スマートフォン（スマートフォン（販売数②販売数②））

・

 

２０１１年度夏モデルの投入により、量販店におけるスマートフォン販売の当社シェアは
５割を超えた（２０１１年度２Ｑ）

・

 

スマートフォンユーザｰの裾野拡大に向け、女性をターゲットにした端末を複数投入した
ことにより、スマートフォン購入者に占める女性比率は向上

量販店におけるスマートフォン販売シェア

（ＧｆＫ

 

Ｊａｐａｎ

 

調べ※）

２０１０年度 ２０１１年度

0%

20%

40%

60%

80%

100%

２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ

：ドコモシェア

：他社合計シェア

Ｇａｌａｘｙ

 

ＳⅡなど
２０１１夏モデルの販売開始

スマートフォン購入者に占める女性比率

２０１０年度

 

２Ｑ（３ヶ月）

 

購入者比率

女性 男性

２０１１年度

 

２Ｑ（３ヶ月）

 

購入者比率

女性 男性

２８％２８％ ４４％４４％

※携帯電話の分類中、4ＯＳ塔載端末（Android/ｉOS/WindowsMobile/BlackBerry）におけるキャリア別数量シェア
“全国有力家電量販店の販売実績集計／GfK

 

japan調べ（タブレット型端末は含まない）“
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21 スマートフォンスマートフォン向け新サービス①向け新サービス①（（ｄｄメニューメニュー））

・ スマートフォンにおける新しいチャレンジとして、新しいポータルサイト「ｄメニュー」を開始
・

 

ｉモードの課金認証の仕組みをスマートフォンにも導入

ｄメニュー
ｉモードの人気コンテンツや

スマートフォンならではのコンテンツも充実

2011年11月中旬
提供開始予定

2011年11月中旬
提供開始予定

これまでのスマートフォンにはないこれまでのスマートフォンにはない

 

新しいポータルサイト新しいポータルサイト

サービス開始時のＣＰは約７００社、約３，６００サイト
※今後拡大予定
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・

 

新たに、スマートフォン向けのドコモ直営コンテンツマーケット「ｄマーケット」を開始

・

 

「ＶＩＤＥＯ」、「ＭＵＳＩＣ」、「ＢＯＯＫ」、「ＡＰＰＬＩ」の４つのジャンルで圧倒的な量・質の
コンテンツを提供

スマートフォンスマートフォン向け新サービス②向け新サービス②（（ｄｄマーケットマーケット））

ｄマーケット

Ａｎｄｏｒｏｉｄ
マーケットから
ドコモが厳選

2011年11月中旬
提供開始予定

2011年11月中旬
提供開始予定

新しい「楽しみ」が見つかる新しい「楽しみ」が見つかる

 

ドコモ直営のコンテンツマーケットドコモ直営のコンテンツマーケット

約３０,０００

タイトル

約１００万
楽曲

約５，０００
タイトル

※画像はイメージです
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・

 

様々な利用シーンと顧客ニーズの創出を狙い、多様なサービス事業者とのタイアップによって
試験サービスを実施

スマートフォンスマートフォン向け新サービス③向け新サービス③（（通訳電話サービス通訳電話サービス））

通訳電話

医療ツーリズム、外来患者の診察支援

外国人客接客時の応対支援

外国人観光客とのコミュニケーション支援

レストランやホテルの
受付係が利用

観光案内所、
テーマパークの

コンシェルジュが利用

学生・子供達の異文化交流
留学生の生活支援

販売員が利用

ドクター、看護士が患者と利用

留学生同士で利用

試験サービスの提供事例 2011年11月中に
提供開始予定

2011年11月中に
提供開始予定

多様なサービス事業者とのタイアップを実施多様なサービス事業者とのタイアップを実施

観光

医療医療

小売小売 教育教育
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３年連続受賞

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

データ通信データ通信

・

 

２０１１年度上期販売数はＸｉ対応データ通信端末の販売強化等により７６万台

09/6 09/9 09/12 10/3 10/6 10/9 10/12 11/3 11/6 11/9

（単位：万契約）

２０

４０

６０

（単位：万台）

２５

データ通信

 

販売数 データプラン※２

 

契約数

８０

５０

１００

従量制データプラン

定額データプラン

※１

 

日経ＢＰコンサルティング「第３回モバイルデータ通信端末満足度調査」、「総合満足度項目、通信エリアの広さ（屋外）・
通信エリアの広さ（屋内）項目、通信品質（接続までの時間）・通信品質（通信中の切断）項目、端末の性能／機能／
使いやすさ項目、販売店・ショップ店員の対応項目、アフターサービス・サポート項目」より

１２０

6767
5858
20

28

8080
40

9696
55

65
107107 77

121121

２０１０年度２００９年度

１4０ 131344
91

７６万台７６万台２０１１年度上期 ２１４万２１４万２０１１年度上期

115454
110

※２

 

従量制データプラン及び、定額データプラン

 

スタンダード、定額データプラン

 

スタンダード２、

 

定額データプラン

 

フラット、定額データプラン６４Ｋ、Ｘｉデータ通信専用プランの合計（バリュー含む）

２０１１年度

171733

128

214214
156

※１

１６０

１８０データ通信販売数に占める
Ｘｉの割合（２０１１年度２Ｑ単独）

 

約６割

データ通信販売数に占める
Ｘｉの割合（２０１１年度２Ｑ単独）

約６割
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25

0
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150

200

250

300

「Ｘｉ」（クロッシィ）契約数の拡大「Ｘｉ」（クロッシィ）契約数の拡大

・

 

２０１１年９月末の契約数は３９万

 

（上期累計のデータプラン純増に占めるＸｉの割合は約６割）

２０１５年度

３,０００万契約

２０１５年度

３,０００万契約

２０１１年度

１３０万契約
（年間販売計画：１４０万）

２０１１年度

１３０万契約
（年間販売計画：１４０万）

（単位：万契約）

2011年度

 

通期計画

2015年度

 

通期目標

３

・・・・

・・・・11/6

１２

契約数の拡大 Ｘｉ端末ラインナップの充実

11/3

３９

11/9

２０１０
年度

２０１０
年度

ＥｘｐｒｅｓｓＣａｒｄ型

 

２０１１年４月３０日発売

２０１１年度
３Ｑ以降

更
な
る
充
実
へ

モバイルＷｉ-Ｆｉルータ

２０１１年６月３０日発売

Ｌ-０９Ｃ

ドコモ

 

スマートフォン

２０１１年度冬春モデル
４機種発売予定

ドコモ

 

タブレット

２０１１年度
１Ｑ～２Ｑ

２０１１年度
１Ｑ～２Ｑ

Ｆ-０６Ｃ

ＳＣ-０１Ｄ：２０１１年１０月１５日発売
Ｆ-０１Ｄ：２０１１年１０月１９日発売

ＳＣ-０１Ｄ Ｆ-０１Ｄ

(今回発表)

3,000

150

0
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26 「Ｘｉ」（クロッシィ）スマートフォン「Ｘｉ」（クロッシィ）スマートフォン

・

 

２０１１年度冬春モデルとして、Ｘｉスマートフォンを４機種発売予定
・

 

受信時最大７５ＭｂｐｓおよびデュアルコアＣＰＵに全機種対応

ＧＡLＡＸＹ

 

Ｓ

 

Ⅱ

 

ＬＴＥ

ＳＣ-０３Ｄ

・

 

圧倒的高解像度4.5インチ
True HD IPSディスプレイ搭載

・

 

Xiの高速通信と1.5GHzデュアルコアCPU
でストレスフリーなウェブブラウジングを実現

・

 

1,800mAhの大容量バッテリーを搭載

・

 

おサイフケータイ、ワンセグに対応し、
グローバルスマートフォンがより便利に

・

 

傾けてズームイン/ズームアウト操作等の
「ウェブブラウジングUI」を搭載

・

 

4.3インチ高精細HDディスプレイ搭載

・

 

Xi＆Wi-Fiテザリングにも対応
1.2GHzデュアルコアCPU搭載でサクサク
ブラウジング

・

 

16GBの大容量メモリ

・

 

G-Shock連携/DLNA/ワイヤレスPC連携

・

 

防水防塵/ワンセグ/おサイフケータイ/赤外線/
瞬撮カメラ等の便利機能にもしっかり対応

2011年12月発売

クイックレスポンスと圧倒的な高精

 

彩の大画面Ｘｉ対応スマートフォン

・ 大きく鮮やかな約4.5インチSuperAMOLED
ディスプレイと1.5GHzデュアルコアCPUを搭載

・

 

次世代通信サービスＸｉに対応、超高速通信の
快適ブロードバンドが楽しめる

・

 

アプリも、動画も、SNSも楽しめる充実の
マルチメディア機能搭載

・ 1,850mAh大容量バッテリー搭載

2011年11月～12月発売予定

2012年2月発売予定

2011年12月発売予定

Ｘｉ対応

 

Ａｌｌ

 

ｉｎ

 

ｏｎｅ
ハイスペック防水スマートフォン

・

 

Ｘｉ/防水防塵/おサイフケータイ/ワンセグ/

赤外線、すべてがこの１台に

・

 

Ａｌｌ

 

ｉｎ

 

ｏｎｅでありながら129×64×9.8mm、
グッドデザイン賞を受賞した美しいフォルム

・

 

1.2GHz高性能デュアルコアCPU搭載
＆4.3インチ高精細HDディスプレイ搭載

・

 

高性能1,310万画素カメラや広辞苑
をはじめとした本格電子辞書を搭載

4.5インチTrue

 

HD IPSディスプレイ×
1.5GHzデュアルコアCPUの
Ｘｉ対応ハイスペックスマートフォン

圧倒的な速さで操れる
Ｘｉ対応防水大画面スマートフォン
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27 「Ｘｉ」（クロッシィ）スマートフォン向けの新料金①「Ｘｉ」（クロッシィ）スマートフォン向けの新料金①

・

 

ドコモ同士の国内音声通話が２４時間いつでも無料になる「Ｘｉトーク２４」を開始
・

 

シンプルで分かりやすく、魅力的な料金プランを提供

タイプＸｉ

 

にねん

＋

料金プラン

７００円／月

通話料割引サービス
“Ｘｉカケ・ホーダイ”

２４時間いつでも無料

Ｘｉトーク２４

Ｘｉトーク２４

１,４８０円／月
ドコモ同士（相手先がＦＯＭＡ、ｍｏｖａも含む）の国内音声通話

２４時間いつでも無料２４時間いつでも無料

７８０円／月
通話料

 

２１円／３０秒

2011年11月

 

Ｘｉスマートフォンの発売にあわせて提供開始2011年11月

 

Ｘｉスマートフォンの発売にあわせて提供開始
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28 「Ｘｉ」（クロッシィ）スマートフォン向けの新料金②「Ｘｉ」（クロッシィ）スマートフォン向けの新料金②

・

 

Ｘｉスマートフォンの発売にあわせて新パケット定額サービスを提供開始
・

 

ユーザーの利用度合いの公平性を確保しつつ、トラフィック急増に対応

Ｘｉスマートフォン向け新パケット定額サービス

◆テザリング利用時も上限額の変更はなし

※データ通信量が６ＧＢ、７ＧＢへ到達したタイミングでメールで通知（データ量到達通知サービス）

2,100円

6,510円

料金
（円/月）

（データ量）

※税込

キャンペーン
１,５７５円割引

７ＧＢ

２０１２年４月３０日までのキャンペーン料金

5,000KB 15,500KB

４,９３５円

７ＧＢを超過すると、
①速度制限、②追加料金を選択※

 

（２０１２年１０月１日から適用）

７ＧＢを超過すると、
①速度制限、②追加料金を選択※

（２０１２年１０月１日から適用）

①速度

 

１２８Ｋｂｐｓ

②２Ｇ毎に２,６２５円/月

 

追加

料金
（円/月）

（データ量）

※税込

5,985円

4,410円

キャンペーン
１,５７５円割引

７ＧＢ

２０１２年４月３０日までのキャンペーン料金

７ＧＢを超過すると、
①速度制限、②追加料金を選択※

 

（２０１２年１０月１日から適用）

７ＧＢを超過すると、
①速度制限、②追加料金を選択※

（２０１２年１０月１日から適用）

①速度

 

１２８Ｋｂｐｓ

②２Ｇ毎に２,６２５円/月

 

追加
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29 「Ｘｉ」（クロッシィ）「Ｘｉ」（クロッシィ）

 

のエリア展開のエリア展開

・

 

Ｘｉエリアの展開を加速し、今年度末には基地局を７,０００局、人口カバー率約２５％に拡大

・

 

２０１４年度末には、人口カバー率約９８％を目指す

・

 

２０１０～２０１２年度までのＸｉ設備投資額は、３,０００億円から３,３００億円に上乗せ

１００Ｍｂｐｓ７５Ｍｂｐｓ最大スループット

Ｘｉ設備投資額 約３,３００億円 （２０１０～２０１２年度）

２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度

Ｌ
Ｔ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｘ
ｉ
」
開
始

（１２月）

２０１３年度 ２０１４年度

県庁所在地級都市

全国市区町村

東京・名古屋・大阪地区

全国主要都市<２０１０年度末>
約１,１００局

 

約８％

<２０１４年度末>

約５０,０００局

 

約９８％

約３５,０００局

 

約７０％

<２０１２年度末>

約２０,０００局

 

約６０％

約１５,０００局

 

約４０％<２０１１年度末>

基地局数

 

約７,０００局

 

人口カバー率

 

約２５％

約５,０００局

 

約２０％

約５,５００億円

 

（２０１３～２０１５年度）
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30 公衆無線ＬＡＮの利便性向上公衆無線ＬＡＮの利便性向上

・

 

ｓｐモードやｍｏｐｅｒａ

 

Ｕなどのオプションサービスである公衆無線ＬＡＮサービスの
月額使用料を無料でご利用いただけるキャンペーンを実施中

・

 

公衆無線ＬＡＮのアクセスポイントを１２年度上期までに３万箇所へ拡大

全国約３,３００エリア、約６,８００アクセスポイント

カフェ ファーストフード店

空港、地下鉄駅

ドコモ
公衆無線ＬＡＮ

ドコモ
公衆無線ＬＡＮ

２０１２年度上期２０１２年度上期

 

３万アクセスポイント３万アクセスポイント
将来的にはニーズを見ながら１０万アクセスポイントへ

コンビニエンスストア等鉄道・新幹線駅 カフェ・バー

１年で約４倍に拡大１年で約４倍に拡大

接続オプションの無料化 アクセスポイントの拡大

※弊社指定のパケット定額サービス、または料金プランをご契約のお客様
パケ･ホーダイ

 

フラット、パケ･ホーダイ

 

ダブル２、Ｘｉデータプラン

 

フラット、Ｘｉデータプラン２、等

月額使用料の無料化月額使用料の無料化※※

（２０１１年１０月１日～２０１３年３月３１日）（２０１１年１０月１日～２０１３年３月３１日）

スマートフォン データ通信端末

ｓｐモードｓｐモード
『『公衆無線ＬＡＮサービス公衆無線ＬＡＮサービス』』

（月額（月額315315円）円）

Ｕ「公衆無線ＬＡＮ」Ｕ「公衆無線ＬＡＮ」
コースコース

（月額（月額315315円）円）

＋＋＋＋
公衆無線ＬＡＮオプション
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31

完
了

完
了

可
搬
型
完
了

完
了

新たな災害対策の進捗状況新たな災害対策の進捗状況

・

 

年度内完了としていた当初計画に対して、発生の可能性が高いとされる東海地震等を考慮し、個々の対策については

積極的に前倒しで完了させる

取り組み施策 投資額

大ゾーン基地局の設置 ３０億円

無停電化

１４０億円

バッテリー２４時間化

衛星携帯電話の
即時提供

１０億円

１０億円

１０億円

災害時音声ファイル型
メッセージサービスの提供

５億円

-

３月末１２月末６月末４月 ９月末

進捗状況

完了

１２月には全１０４局を完了。

１２月には約１,２００局を完了。東海は優先的に対応。

９月までに１,７００台、２月までには全３,０００台の配備を完了。

可搬型

可搬型は９月に全２４台を配備完了。車載型は１１月より先行導入し、１２月に全９台が配備完了。

９月までに全１００区間の配備が完了。

完了

完了

完了

国や地方公共団体が配信する際の利用料金の無料化（７月１日～）

完了

車載型

完了

完了

２０１１年度内の提供開始を予定。スマートフォンからの対応を予定。

６月末に約７００局が概ね完了。

完了

非常用マイクロエントランス
回線設備の配備

エリアメールの更なる活用

衛星エントランス回線
の充実
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32 大ゾーン基地局の設置①大ゾーン基地局の設置①

・

 

東海地震を想定し、全国の中でも東海地区を優先して実施（２０１１年９月２８日に２局設置）

・ 関東、信越地区を含め全国へ他２３局設置済み（２０１１年１０月末時点）

（名古屋市） （岐阜市）

【東海地区（実施済２局）】 【関東、信越地区

 

他（実施済２３局）】

（渋谷区）

■設置スケジュール
９月 １０月 １１月 １２月

▲１０４局
完成予定

▲３７局完成予定

（千代田区）

アンテナ

▲１２局完成（１０/６）

▲２局完成（９/２８）
合計：１０４局

▲２５局完成（１０月末）
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33 大ゾーン基地局の設置②大ゾーン基地局の設置②

（港区） （立川市）（墨田区） （横浜市）

（川崎市） （新潟市）（さいたま市） （長野市）



RESULTS FOR RESULTS FOR 2Q OF 2Q OF FYFY20112011

SLIDE No.

34 バッテリー２４時間化バッテリー２４時間化

・

 

東海地区の基地局を優先し、大容量バッテリー（１,０００Ａｈ×２で約６トンなど）を設置中
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35

お客様向けサービスの継続提供に

最低限必要な重要設備を

東西に分散

災害対策の更なる推進（重要設備の分散化）災害対策の更なる推進（重要設備の分散化）

・

 

首都都直下型地震を想定し、首都圏に集中度の高い重要設備を前倒しして

２０１２年度までに関西・九州へ早期に分散

西日本西日本
（関西・九州）（関西・九州）

首都圏首都圏

ＩＳＰＩＳＰ ＩＳＰＩＳＰインターネットインターネット

全国顧客情報
管理システム

全国顧客情報
管理システム

コアＮＷコアＮＷ

基本的な考え方 重要施設の分散化イメージ

西日本へ分散西日本へ分散

パケット通信プラットフォーム

 

（スマートフォン）

＜バックアップ＞

全国顧客情報
管理システム

＜バックアップ＞

全国顧客情報
管理システム
＜メイン＞パケット通信プラットフォーム

 

（スマートフォン）

＜メイン＞

パケット通信
プラットフォーム

（スマートフォン）

パケット通信
プラットフォーム

（スマートフォン）

関西関西 九州九州

インターネット

接続の

分散化

インターネット

接続の

分散化

九州九州
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36 設備投資設備投資

・

 

重要設備の分散化やＸｉのエリア展開加速を含めて、設備投資額は７,２８０億円へ見直し

２０１１年度（通期予想） ２０１１年度（通期予想）
（２０１１／４／２８発表） （今回発表）

設備投資

７,２８０億円設備投資

７,０５０億円

重要設備の分散化等

 

＋１６０億円

・全国顧客情報管理システム

 

・パケット通信プラットフォーム

 

（スマートフォン）

Ｘｉエリア展開の加速

 

＋７０億円
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37

・

 

営業収益

 

:

 

＋１５７億円（＋０.４％）

・

 

営業利益

 

: ＋２５３億円（＋３.０％）

２０１２０１11年度年度

 

業績予想の見直し業績予想の見直し

2012/3（通期）

 

当初予想

 

(1)

（2011年4月28日発表）

2012/3（通期）

今回予想

 

(2)

増減額
(1) →(2)

営業収益（億円） 42,300 42,400 +100

営業費用（億円） 33,800 33,700 -100

営業利益（億円） 8,500 8,700 +200

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー

（億円）（億円）
4,800 4,600 -200

・

 

順調な業績状況を踏まえ、営業収益・営業利益を上方修正

前年度比
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38 ２０１２０１11年度年度

 

業績予想見直しのポイント業績予想見直しのポイント

営業利益の増減要因（２０１１年度当初予想（２０１１年４月２８日発表）との比較）営業利益の増減要因（２０１１年度当初予想（２０１１年４月２８日発表）との比較）

パケット収入の増

+３００億円

故障修理件数減

 

等

+４００億円

音声収入の減

-２００億円

端末販売計画の上方修正

 

競争力強化による

 

代理店手数料の増

 

等

-３００億円

営業利益
８,５００億円

営業利益
８,７００億円

２０１１年度（通期予想）
（２０１１／４／２８発表）

２０１１年度（通期予想）
（今回発表）



Copyright (C) 2011
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41 携帯電話（携帯電話（ＸｉＸｉ

 

++ＦＯＭＡＦＯＭＡ

 

++ｍｏｖａ）ｍｏｖａ）

 

ＭＯＵＭＯＵ
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-20

-15

-10

-5

0

5
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25

MOU（左軸） 137 138 139 133 135 137 138 133 133 135 133 135 128 129

MOU対前年同期増減率（右軸） -2.1 -1.4 0 -1.5 -1.5 -0.7 -0.7 0 -1.5 -1.5 -3.6 1.5 -3.8 -4.4

08/4-

6(1Q)
7-9(2Q) 10-12(3Q)

09/1-

3(4Q)
4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q)

10/1-

3(4Q)
4-6(1Q) 7-9(2Q) 10-12(3Q)

11/1-

3(4Q)
4-6(1Q) 7-9(2Q)

・

 

２０１１年度上期のＭＯＵは１２８分

 

（前年同期比：－４.５％）

（単位：%）（単位：分）

◆

 

MOUの定義および算定方法については、本資料の「MOU・ARPUの定義および算出方法について」をご参照ください

通期

 

１３７分

 

（前年度比

 

–０.７%）

 

通期通期

 

１３７分１３７分

 

（前年度比（前年度比

 

––００..７７%%））
通期

 

１３６分

 

（前年度比

 

–０.７%）

 

通期通期

 

１３６分１３６分

 

（前年度比（前年度比

 

––００..７７%%））
通期

 

１３４分

 

（前年度比

 

–１.５%）

 

通期通期

 

１３４１３４分分

 

（前年度比（前年度比

 

––１１..５５%%））
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42 営業収益の推移営業収益の推移 US GAAP

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

端末機器販売収入 2,392 2,352 4,980 4,930

その他の収入 1,635 1,689 3,690 3,690

携帯電話収入(音声収入、パケット収入) 17,355 17,088 33,730 33,680

2010/4-9(1H) 2011/4-9(1H) 2012/3（通期予想） 2012/3（通期予想）（単位：億円）

（単位：億円）

◆

 

「国際サービス収入」

 

は

 

「携帯電話収入」

 

に含めております

42,300

-1.2%

(２０１１/４/２８発表)

21,382

(今回発表)

21,130

42,400
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43 営業費用の推移営業費用の推移 US GAAP

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

人件費 1,294 1,355 2,730 2,750

租税公課 195 193 390 390

減価償却費 3,220 3,184 6,840 6,870

固定資産除却費 126 116 490 540

通信設備使用料 1,411 1,289 2,190 2,230

経費 9,821 9,908 21,060 21,020

（再掲）収益連動経費＊ 5,427 5,570 11,440 11,170

（再掲）その他経費 4,394 4,338 9,620 9,850

2010/4-9(1H) 2011/4-9(1H) 2012/3（通期予想） 2012/3（通期予想）（単位：億円）

33,800

（単位：億円）

＊収益連動経費＝端末機器原価＋代理店手数料＋ロイヤリティプログラム経費

-0.1%

16,067

(今回発表) (２０１１/４/２８発表)

16,045

33,700
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44 設備投資の推移設備投資の推移

-

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

その他（情報システム等） 599 599 1,700 1,680

携帯電話事業（LTE） 105 354 860 790

携帯電話事業（FOMA） 1,857 1,488 3,230 3,310

携帯電話事業（mova） 26 7 10 20

携帯電話事業（その他） 511 668 1,480 1,250

2010/4-9(1H) 2011/4-9(1H) 2012/3(通期予想) 2012/3(通期予想)（単位：億円）

（単位：億円）

+0.6%

7,050

3,098

(今回発表) (２０１１/４/２８発表)

3,116

7,280
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45 オペレーションの状況オペレーションの状況

◆携帯電話事業者各社における契約数の考え方の統一を図るため、通信モジュールサービス契約数を携帯電話契約数に含めて記載しております

 

（マーケットシェア、販売数、解約率についても、

 

通信モジュールサービス契約数を含めて算出）

 

◆MOU・ARPUの定義および算出方法については、本資料の「MOU・ARPUの定義および算出方法について」をご参照ください

2010/4-9
(1H)(1)

2011/4-9
(1H)(2)

増減
(1) → (2)

2012/3

 

(通期予想)

今回発表

携
帯
電
話

契約数【千】 56,89556,895 58,99358,993 +3.7% 60,212
（再）mova 1,9541,954 743743 -62.0% -
（再）FOMA 54,94054,940 57,86257,862 +5.3% 58,886
（再）Xi ‐‐ 389389 - 1,326
（再）ｉモード 48,91448,914 46,18346,183 -5.6% 43,305
（再）ｓｐモード 270270 5,3755,375 +1888.8% 9,452
（再）通信モジュールサービス 1,8031,803 2,1252,125 +17.8% 2,374
マーケットシェア【％】 49.349.3 47.947.9 -1.4Points -

販売数【千】

（端末持込分含む）

販売数 9,2459,245 10,34510,345 +11.9% -
mova

新規 44 11 -78.7% -
取替 22 11 -67.7% -

FOMA

新規 2,3762,376 2,3542,354 -1.0% -
移行 792792 383383 -51.7% -

買い増し 6,0706,070 7,2297,229 +19.1% -
解約率【％】 0.460.46 0.500.50 +0.04Points -

ARPU（Xi+FOMA+mova）【円】 5,1905,190 4,9604,960 -4.4% 4,870
MOU（Xi+FOMA+mova）【分】 134134 128128 -4.5% -



RESULTS FOR RESULTS FOR 2Q OF 2Q OF FYFY20112011

SLIDE No.

46 ２０１２０１１１年度年度

 

第２四半期決算概況第２四半期決算概況 US GAAP

◆本資料における連結財務諸表等は、会計監査人による監査を受けておりません

◆フリーキャッシュフローの算定にあたっては、期間3ヶ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減を除いています

＊各数値の算定については、本資料の「財務指標（連結）の調整表」並びに当社ホームページ

 

(www.nttdocomo.co.jp) 内の「IR情報」をご参照ください

2010/7-9
(2Q) (1)

2011/7-9
(2Q) (2)

増減
(1) →(2)

営業収益営業収益

 

（億円）（億円）
10,48910,489 10,65710,657 +1.6+1.6%%

携帯電話収入携帯電話収入

（億円）（億円）
8,7138,713 8,5828,582 --1.51.5%%

営業費用営業費用

 

（億円）（億円）
7,5807,580 8,2498,249 +8.8+8.8%%

営業利益営業利益

 

（億円）（億円）
2,9102,910 2,4082,408 --17.217.2%%

税引前利益税引前利益

（億円）（億円）
2,8642,864 2,4162,416 --15.715.7%%

当社に帰属する四半期当社に帰属する四半期

 

純利益純利益（億円）（億円）
1,6761,676 1,4031,403 --16.316.3%%

EBITDAEBITDAマージンマージン

 

（（%%））** 43.843.8 38.238.2 --5.65.6PointsPoints

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー
（億円）（億円）**

2,3772,377 1,9031,903 --20.020.0%%
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47 ＭＯＵ・ＡＲＰＵの定義および算出方法についてＭＯＵ・ＡＲＰＵの定義および算出方法について

◆

 

MOU（Minutes of Use）：１契約当たり月間平均通話時間

◆

 

ARPU（Average monthly Revenue Per Unit ）：１契約当たり月間平均収入

１契約当たり月間平均収入(ＡＲＰＵ)は、１契約当たりの各サービスにおける平均的な月間営業収益を計るために使われております。

 

ＡＲＰＵは無線通信サービス収入のうち各サービスの提供により得られる収入(毎月発生する基本使用料、通話料及び通信料)を、

 

当該サービスの稼動契約数で割って算出されております。従ってＡＲＰＵの算定からは各月の平均的利用状況を表さない契約事務手数

 

料などは除いております。

 

こうして得られたＡＲＰＵは１契約当たりの各月の平均的な利用状況及び当社による料金設定変更の影響を分析する上で有用な情報を

 

提供するものであると考えております。なお、ＡＲＰＵの分子に含まれる収入は米国会計基準により算定しております。

◆

 

総合ARPU（Xi+FOMA+mova）：音声ARPU（Xi+FOMA+mova）＋パケットARPU（Xi+FOMA+mova）

 

◇

 

音声ARPU（Xi+FOMA+mova）＝

音声ARPU（FOMA+mova）関連収入（基本使用料、通話料）÷稼動契約数（Xi+FOMA+mova）

◇

 

パケットARPU（Xi+FOMA+mova）＝

パケットARPU（Xi+FOMA+mova）関連収入（基本使用料、通信料）÷稼動契約数（Xi+FOMA+mova）

◆

 

総合ARPU（FOMA）：音声ARPU（FOMA）＋パケットARPU（FOMA）

◇ 音声ARPU（FOMA） ＝音声ARPU（FOMA）関連収入（基本使用料、通話料）÷稼動契約数（FOMA）

◇

 

パケットARPU（FOMA）＝パケットARPU（FOMA）関連収入（基本使用料、通信料）÷稼動契約数（FOMA）

◆

 

総合ARPU（mova）：音声ARPU（mova）＋パケットARPU（mova）

◇ 音声ARPU（mova） ＝音声ARPU（mova）関連収入（基本使用料、通話料）÷稼動契約数（mova）

◇

 

パケットARPU（mova）＝パケットARPU（mova）関連収入（基本使用料、通信料）÷稼動契約数（mova）

◆

 

稼動契約数の算出方法

当該期間の各月稼動契約数（(前月末契約数＋当月末契約数)÷２）の合計

※

 

通信モジュールサービス及び電話番号保管、メールアドレス保管サービスは、ARPU及びMOUの算定上、収入、契約数ともに含めておりません。
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48 財務指標（連結）の調整表財務指標（連結）の調整表
1. ＥＢＩＴＤＡ、ＥＢＩＴＤＡマージン

（単位：億円）

平成24年３月期通期
（今回予想）

平成23年３月期
通期

平成23年３月期
第２四半期

連結累計期間

平成24年３月期
第２四半期

連結累計期間

a.ＥＢＩＴＤＡ 15,810 15,657 8,607 8,341

減価償却費 △ 6,840 △ 6,931 △ 3,220 △ 3,184

有形固定資産売却・除却損 △ 270 △ 279 △ 72 △ 72

営業利益 8,700 8,447 5,315 5,085

営業外損益（△費用） 40 △ 94 △ 45 34

法人税等 △ 3,540 △ 3,378 △ 2,132 △ 2,076

持分法による投資損益（△損失） △ 60 △ 55 △ 30 △ 58

控除：非支配持分に帰属する四半期（当期）純損益（△利益） -                 △ 15 △ 11 5

b.当社に帰属する四半期（当期）純利益 5,140 4,905 3,097 2,990

c.営業収益 42,400 42,243 21,382 21,130

　ＥＢＩＴＤＡマージン (=a/c) 37.3% 37.1% 40.3% 39.5%

　売上高四半期（当期）純利益率 (=b/c) 12.1% 11.6% 14.5% 14.2%

（注）当社が使用しているＥＢＩＴＤＡ及びＥＢＩＴＤＡマージンは、米国証券取引委員会（ＳＥＣ）レギュレーション S-K Item10(ｅ)で用いられているものとは

　　　異なっております。従って、他社が用いる同様の指標とは比較できないことがあります。

2. ＲＯＣＥ（税引後）

（単位：億円）

平成24年３月期通期
（今回予想）

平成23年３月期
通期

平成23年３月期
第２四半期

連結累計期間

平成24年３月期
第２四半期

連結累計期間

a.営業利益 8,700 8,447 5,315 5,085

b.税引後営業利益｛=a*(1-実効税率)｝（実効税率40.8％） 5,150 5,001 3,146 3,010

c.使用総資本 53,392 52,625 53,360 53,167

ROCE（税引前）（=a/c） 16.3% 16.1% 10.0% 9.6%

ROCE（税引後）（=b/c) 9.6% 9.5% 5.9% 5.7%

（注）使用総資本（今回予想・通期）=（前（前々）期末株主資本＋当（前）期末株主資本）/２ +（前（前々）期末有利子負債＋当（前）期末有利子負債）/２

      使用総資本（累計期間）=（前（前々）期末株主資本＋当（前）第２四半期末株主資本）/２+（前（前々）期末有利子負債＋当（前）第２四半期末有利子負債）/２

　　　有利子負債=１年以内返済予定長期借入債務＋短期借入金＋長期借入債務

3. フリー・キャッシュ・フロー（特殊要因及び資金運用に伴う増減除く）

（単位：億円）

平成24年３月期通期
（今回予想）

平成23年３月期
通期

平成23年３月期
第２四半期

連結累計期間

平成24年３月期
第２四半期

連結累計期間

フリー・キャッシュ・フロー
（特殊要因及び資金運用に伴う増減除く） 4,600 5,898 2,849 2,728

特殊要因（注１） △ 1,700 -                 -                 -                 

資金運用に伴う増減（注２） -                 2,419 △ 3 △ 3,102

フリー・キャッシュ・フロー 2,900 8,317 2,846 △ 374

投資活動によるキャッシュ・フロー　 △ 7,590 △ 4,554 △ 3,487 △ 6,618

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,490 12,870 6,333 6,244

（注１）特殊要因とは、期末日が金融機関の休業日であることによる電話料金未回収影響額です。

（注２）資金運用に伴う増減とは、期間３ヵ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減です。

　　　　平成23年３月期通期、平成23年３月期第２四半期及び平成24年３月期第２四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、資金運用に伴う増減を含んでおります。

　　　　平成24年３月期（今回予想）の投資活動によるキャッシュ・フローは、資金運用に伴う増減の予想が困難であるため、資金運用に伴う増減は見込んでおりません。



本資料に記載されている会社名、製品名などは該当する会社の商標または登録商標です
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